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運用報告書（全体版） 

グローバル・スマート・ 
イノベーション・オープン 

（年２回決算型）為替ヘッジあり 
 

愛称：ⅰシフト（ヘッジあり） 

 
 

第６期（決算日：2019年12月５日） 
 

 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、お手持ちの「グローバル・スマート・イノベー

ション・オープン（年２回決算型）為替ヘッジあり」

は、去る12月５日に第６期の決算を行いました。ここ

に謹んで運用状況をご報告申し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商品分類 追加型投信／内外／株式 

信託期間 2025年12月５日まで（2017年３月３日設定） 

運用方針 
値上がり益の獲得および配当収益の確保をめ
ざして運用を行います。 

主要運用対象 

ベ ビ ー 
ファンド 

グローバル・スマート・イノベー
ション・マザーファンド受益証券 

マ ザ ー 
ファンド 

日本を含む世界各国の株式等 

運用方法 

・情報技術およびその派生分野に関連する企
業のうち、革新的技術等によって今後の成
長が期待される企業の株式等に投資を行い
ます。 

・株式等の運用にあたっては、ティー・ロウ・
プライス・アソシエイツ・インクに運用指
図に関する権限を委託します。 

・原則として為替ヘッジを行い、為替変動リ
スクの低減をはかります。 

主な組入制限 

ベ ビ ー 
ファンド 

・株式への実質投資割合に制限
を設けません。 

・外貨建資産への実質投資割合
に制限を設けません。 

マ ザ ー 
ファンド 

・株式への投資割合に制限を設
けません。 

・外貨建資産への投資割合に制
限を設けません。 

分配方針 

毎年６月５日および12月５日（休業日の場合
は翌営業日）に決算を行い、収益分配方針に
基づいて分配を行います。分配対象額は、経
費等控除後の配当等収益および売買益（評価
益を含みます。）等の全額とします。収益分配
金額は、基準価額水準、市況動向等を勘案し
て決定します。ただし、分配対象収益が少額
の場合には分配を行わないことがあります。
原則として、決算日の基準価額水準が当初元
本額10,000円（10,000口当たり）を超えている
場合には、当該超えている部分について、分
配対象額の範囲内で、全額分配を行います。
（資金動向や市況動向等により変更する場合
があります。） 

※ 当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 
※ 公募株式投資信託は税法上、「NISA（少額投資非課税制度）およびジュ

ニアNISA（未成年者少額投資非課税制度）」の適用対象です。 
詳しくは販売会社にお問い合わせください。 
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グローバル・スマート・イノベーション・オープン（年２回決算型）為替ヘッジあり

ファンドマネージャーのコメント
　当期の運用で主眼においたポイントをご説明さ
せていただきます。

■投資環境
　グローバル株式市場は、各国の主要中央銀行が
金融緩和姿勢を強めたことに加え、米中貿易協議
への楽観見通しなどを背景に上昇しました。

■運用のポイント
　当ファンドは、テクノロジー企業に幅広く投資
しており、特に革新的技術を有する企業に注目し
ています。
　テクノロジー・セクターは、イノベーションが
変化に拍車を掛け、既存の業界が破壊されたり新
たな業界が創造されたりすることがあります。こ
うした創造的破壊は短期間で進展する傾向があり、
「勝者総取り」となることがしばしばです。この
ため、「変革の波に乗る」企業に投資し、創造的
破壊のマイナス面を避けつつプラス面を享受でき
るように心掛けており、厳しい環境や市場サイク
ルを乗り切れると思われる企業の発掘を目指して
います。保有銘柄や潜在的投資対象について競争
優位、成長見通し、経営陣の手腕、一貫したビ
ジョンの有無、財務体質、持久力などを常に細か
く分析します。こうした企業をバリュエーション
（投資価値基準）が魅力的な時に購入したいと考
えています。変化のスピードが速く、短期的な成
果が重視されがちなことから、市場の混乱によっ
て生じた価格の歪みにも乗じたいと考えています。

■運用環境の見通しおよび今後の運用方針
　規制強化懸念が米国の巨大ＩＴ企業の株価を引
き続き圧迫しましたが、直近の四半期決算は投資
テーマを概ね裏付ける内容でした。ＩＴ企業への
規制強化を巡る動向を引き続き注視していますが、
これらの企業のビジネスモデルの優位性や長期成
長見通しは魅力的であると考えています。クオリ
ティの高いソフトウェア関連銘柄については、成

長期待が高い銘柄から資金流出が続く相場環境で
あったことなどから下押し圧力を受けましたが、
デジタル化の進展や様々な業界でのクラウド・コ
ンピューティングの普及が、革新的なソフトウェ
ア関連企業の長期的な成長につながるとみていま
す。足下は景気の不透明感が強い状況ですが、テ
クノロジー・セクターの進化や伝統的産業で続く
創造的破壊を見極めつつ投資テーマを探し、投資
機会を臨機応変に捉えることを目指しています。
　デジタル投資は企業の効率性向上や競争優位維
持に貢献するため、法人向けクラウド型ソフト
ウェアの需要は比較的底堅いとみています。成長
期待が高い銘柄などが下落する中、デジタル化の
恩恵を受けると判断したソフトウェア関連銘柄の
組入比率を高めました。バリュエーションの高さ
や景気の不透明感が残るものの、これらの企業の
根本的な成長ストーリーは健在で、長期にわたる
投資価値の増大をもたらすと考えています。半導
体セクターは景気動向や米中関係悪化の影響を受
けやすいため、値上がり局面で半導体関連銘柄の
組入比率を引き下げました。一方で、クラウド・
コンピューティング、自動運転等の人工知能（ＡＩ、
Artificial Intelligence）などの分野では半導体需
要が長期的に拡大すると考えており、リスク／リ
ターンの観点から投資妙味が大きい時に、半導体
関連企業への投資を継続していく方針です。

ティー・ロウ・プライス・アソシエイツ・インク
ヴァイス・プレジデント - ポートフォリオ・マネジャー
アラン・チュウ, CFA

上記は、ティー・ロウ・プライス・アソシエイツ・イン
クの資料を基に、三菱ＵＦＪ国際投信が作成したもので
す。

グローバル・スマート・イノベーション・オープン（年２回決算型）為替ヘッジあり
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グローバル・スマート・イノベーション・オープン（年２回決算型）為替ヘッジあり

本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

（ 参 考 指 数 ） 
MSCI ACWI Information 
T e c h n o l o g y  I n d e x 株   式 

組入比率 
株   式 
先物比率 

投資信託 
証   券 
組入比率 

純 資 産 
総 額 

(分配落) 
税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

(配当込み、 
現地通貨建て) 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ ％ 百万円 

２期(2017年12月５日) 10,001 737 7.4 12,432.57 11.9 86.3 － － 1,856 

３期(2018年６月５日) 10,000 1,231 12.3 14,115.77 13.5 90.0 － － 2,249 

４期(2018年12月５日) 8,374 0 △16.3 12,889.62 △ 8.7 95.3 － － 1,641 

５期(2019年６月５日) 9,041 0 8.0 14,028.19 8.8 94.9 － － 1,490 

６期(2019年12月５日) 9,786 0 8.2 16,632.45 18.6 88.1 － － 1,404 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 基準価額動向の理解に資するため、参考指数を掲載しておりますが、当ファンドのベンチマークではありません。 

（注） MSCI ACWI Information Technology Index（配当込み、現地通貨建て）（出所：ＭＳＣＩ）。ここに掲載される全ての情報は、信頼の置

ける情報源から得たものでありますが、その確実性及び完結性をＭＳＣＩは何ら保証するものではありません。またその著作権は

ＭＳＣＩに帰属しており、その許諾なしにコピーを含め電子的、機械的な一切の手段その他あらゆる形態を用い、またはあらゆる情報

保存、検索システムを用いて出版物、資料、データ等の全部または一部を複製・頒布・使用等することは禁じられています。 

（注） 外国の指数は、基準価額への反映に合わせて前営業日の値を使用しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しており

ます。 

（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 
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グローバル・スマート・イノベーション・オープン（年２回決算型）為替ヘッジあり

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 

（ 参 考 指 数 ） 
MSCI ACWI Information 
T e c h n o l o g y  I n d e x 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

 騰 落 率 
(配当込み、 
現地通貨建て) 

騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ ％ 

2019年６月５日 9,041 － 14,028.19 － 94.9 － － 

６月末 9,643 6.7 14,996.81 6.9 97.9 － － 

７月末 10,027 10.9 15,680.06 11.8 97.5 － － 

８月末 9,431 4.3 15,120.93 7.8 97.4 － － 

９月末 9,241 2.2 15,357.00 9.5 97.9 － － 

10月末 9,562 5.8 16,103.47 14.8 97.3 － － 

11月末 10,063 11.3 16,967.11 21.0 97.9 － － 

(期  末)        

2019年12月５日 9,786 8.2 16,632.45 18.6 88.1 － － 
 

（注） 騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しており

ます。 

（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 
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グローバル・スマート・イノベーション・オープン（年２回決算型）為替ヘッジあり

運用経過
第６期：2019年６月６日～2019年12月５日

当期中の基準価額等の推移について

基準価額等の推移
（円）

8,000

9,000

10,000

11,000

12,000

（百万円）

0

5,000

10,000

15,000

20,000

2019/６/５ 2019/８/１ 2019/10/１ 2019/11/29

参考指数：左目盛
基準価額：左目盛

純資産総額：右目盛

第 ６ 期 首 9,041円
第 ６ 期 末 9,786円
既払分配金 0円
騰 落 率 8.2％

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。

グローバル・スマート・イノベーション・オープン（年２回決算型）為替ヘッジあり
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グローバル・スマート・イノベーション・オープン（年２回決算型）為替ヘッジあり

基準価額は期首に比べ8.2％の上昇となりました。
基準価額の動き

基準価額の主な変動要因

ALIBABA GROUP HOLDING-SP  ADRやFACEBOOK INC-
CLASS Aなどの株価上昇などが、基準価額の上昇要因となりま
した。

上昇要因

グローバル・スマート・イノベーション・オープン（年２回決算型）為替ヘッジあり
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グローバル・スマート・イノベーション・オープン（年２回決算型）為替ヘッジあり

第６期：2019年６月６日～2019年12月５日

投資環境について

グローバル・スマート・イノベー
ション・オープン（年２回決算型）
為替ヘッジあり
グローバル・スマート・イノベーショ
ン・マザーファンド受益証券を主要投資
対象とし、実質的な運用はマザーファン
ドで行いました。実質組入外貨建資産に
ついては対円で為替ヘッジを行いました。

グローバル・スマート・イノベー
ション・マザーファンド
日本を含む世界各国の株式等を主要投資
対象とし、情報技術およびその派生分野
に関連する企業のうち、革新的技術等に
よって今後の成長が期待される企業の株
式等に投資を行いました。
銘柄選定にあたっては、オンライン通販
などのインターネット関連ビジネスで支
配的な地位を占める企業をはじめ、様々
なモノが無線通信などにより連携するＩ
ｏＴ（Internet of Things）や、クラウ

ド・コンピューティング、自動運転など
のＡＩ（人工知能）など、革新的な技術
に強みを持つ企業に注目しました。
なお、株式等の運用にあたっては、
ティー・ロウ・プライス・アソシエイ
ツ・インクに運用指図に関する権限を委
託しています。
銘柄入替のポイントは、法人向けクラウ
ド型ＣＲＭ（顧客管理）ソフトウェア分
野での競争力を引き続き評価しており、
クラウド型プラットフォームの拡大期待
などから、SALESFORCE.COM INCを追
加購入しました。米中貿易問題の影響を
受 け や す い こ と な ど を 考 慮 し 、
MICROCHIP TECHNOLOGY INCを一部
売却しました。

当該投資信託のポートフォリオについて

株式市況
当期のテクノロジーセクターの株価は、
期を通してみると上昇しました。
各国の主要中央銀行が金融緩和姿勢を強
めたことなどから、上昇して始まりまし
た。その後、米中貿易協議が二転三転す

るなど下落する局面もありましたが、米
国の一部企業が良好な決算を発表したこ
とや、英国の欧州連合（ＥＵ）離脱交渉
に進展が見られたことなどを背景に上昇
しました。

グローバル・スマート・イノベーション・オープン（年２回決算型）為替ヘッジあり
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グローバル・スマート・イノベーション・オープン（年２回決算型）為替ヘッジあり

当該投資信託のベンチマークとの差異について
当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設けてお
りません。右記のグラフは当ファンド（ベビーファン
ド）の基準価額と参考指数の騰落率との対比です。
参考指数はMSCI  ACWI  Information  Technology 
Index（配当込み、現地通貨建て）です。

（％）

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

2019/６/５ ～ 2019/12/５

ファンド 参考指数

基準価額と参考指数の対比（騰落率）

分配金について
収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向等を勘案して、分配金を決定します。原則
として、決算日の基準価額水準が当初元本額10,000円（10,000口当たり）を超えている場合
には、当該超えている部分について、分配対象額の範囲内で、全額分配を行います。（資金動向
や市況動向等により変更する場合があります。）この結果、次表の通りとさせていただきました。
収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託財産中に留保し、運用の基本方針
に基づいて運用します。

分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項　目 第６期
2019年６月６日～2019年12月５日

当期分配金（対基準価額比率） －（－％）

当期の収益 －

当期の収益以外 －

翌期繰越分配対象額 40

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基
準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファ
ンドの収益率とは異なります。

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨て
で算出しているため合計が当期分配金と一致しな
い場合があります。

グローバル・スマート・イノベーション・オープン（年２回決算型）為替ヘッジあり
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今後の運用方針（作成対象期間末での見解です。）

グローバル・スマート・イノベー
ション・オープン（年２回決算型）
為替ヘッジあり
引き続き、グローバル・スマート・イノ
ベーション・マザーファンドを主要投資
対象とし、実質的な運用はマザーファン
ドで行います。実質組入外貨建資産につ
いては、原則として対円で為替ヘッジを
行い、為替変動リスクの低減をはかりま
す。

グローバル・スマート・イノベー
ション・マザーファンド
引き続き、日本を含む世界各国の株式等
を主要投資対象とし、情報技術およびそ
の派生分野に関連する企業のうち、革新
的技術等によって今後の成長が期待され
る企業の株式等に投資を行います。株式
などの運用にあたっては、ティー・ロ
ウ・プライス・アソシエイツ・インクに
運用指図に関する権限を委託します。
「スマート・イノベーション」に着目し、
情報技術の業種の範疇にとどまらず多様
な業種から、ファンダメンタルズ分析に
基づいた銘柄選定を行う方針です。
足下、大型インターネット企業に対する
規制強化が懸念されるものの、これらの
企業は魅力的なビジネスモデルや競争上
の優位性があることなどから、長期的な

成長が見込まれています。また、ソフト
ウェア関連企業は、バリュエーションの
調整などから株価が一時下落しましたが、
クラウドやデジタル技術の活用が広がる
ことで、長期的な成長が見込まれていま
す。半導体関連企業については米中関係
の不透明感などから、組入比率の調整を
行いましたが、持続的な成長が期待でき
る企業に引き続き注目しています。

グローバル・スマート・イノベーション・オープン（年２回決算型）為替ヘッジあり

― 8 ―

03_コメント-費用-TER_10pt_801468.indd   803_コメント-費用-TER_10pt_801468.indd   8 2020/01/24   13:01:402020/01/24   13:01:40



4
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2019年６月６日～2019年12月５日

１万口当たりの費用明細

項目
当期

項目の概要
金額（円） 比率（％）

(ａ)信 託 報 酬 94 0.979 (ａ)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×（期中の日数÷年間日数）

( 投 信 会 社 ) (55) (0.571) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価
( 販 売 会 社 ) (37) (0.381) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価
( 受 託 会 社 ) (3) (0.027) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

(ｂ)売買委託手数料 1 0.015 (ｂ)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数
有価証券等の売買時に取引した証券会社等に支払われる手数料

( 株 式 ) (1) (0.015)

(ｃ)有価証券取引税 1 0.009 (ｃ)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数
有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

( 株 式 ) (1) (0.009)

(ｄ)そ の 他 費 用 2 0.018 (ｄ)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数

( 保 管 費 用 ) (2) (0.016) 有価証券等を海外で保管する場合、海外の保管機関に支払われる費用
( 監 査 費 用 ) (0) (0.002) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用
( そ の 他 ) (0) (0.000) 信託事務の処理等に要するその他諸費用

合　　計 98 1.021

期中の平均基準価額は、9,589円です。

（注）期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を
含む）は、追加・解約により受益権口数に変動が
あるため、簡便法により算出した結果です。

（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。

（注）売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費
用は、このファンドが組み入れている親投資信託
が支払った金額のうち、当ファンドに対応するも
のを含みます。

（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除し
て100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未
満は四捨五入してあります。

グローバル・スマート・イノベーション・オープン（年２回決算型）為替ヘッジあり
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（参考情報）
■総経費率
当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有
価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じ
た数で除した総経費率（年率）は1.99％です。

運用管理費用（受託会社）
0.05％

その他費用
0.04％

運用管理費用（販売会社）
0.76％

運用管理費用（投信会社）
1.14％

総経費率
1.99％

（注）費用は、１万口当たりの費用明細において用いた
簡便法により算出したものです。

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手
数料及び有価証券取引税を含みません。

（注）各比率は、年率換算した値です。
（注）前記の前提条件で算出したものです。このため、

これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生
した費用の比率とは異なります。

グローバル・スマート・イノベーション・オープン（年２回決算型）為替ヘッジあり
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グローバル・スマート・イノベーション・オープン（年２回決算型）為替ヘッジあり

○売買及び取引の状況 (2019年６月６日～2019年12月５日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
グローバル・スマート・イノベーション・マザーファンド 23,301 36,700 248,279 414,400 

 
 
 

○株式売買比率 (2019年６月６日～2019年12月５日) 

 

項 目 
当 期 

グローバル・スマート・イノベーション・マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 23,455,202千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 31,738,555千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.73   
 

（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2019年６月６日～2019年12月５日) 

 

＜グローバル・スマート・イノベーション・オープン（年２回決算型）為替ヘッジあり＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
為替先物取引 9,168 4,822 52.6 8,997 4,834 53.7 

 
 
 

＜グローバル・スマート・イノベーション・マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
為替直物取引 3,564 270 7.6 10,377 1,311 12.6 

平均保有割合 4.6%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは三菱
ＵＦＪ銀行、三菱ＵＦＪ信託銀行、モルガン・スタンレーＭＵＦＧ証券です。 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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○組入資産の明細 (2019年12月５日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

グローバル・スマート・イノベーション・マザーファンド 965,635 740,656 1,246,525 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2019年12月５日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

グローバル・スマート・イノベーション・マザーファンド 1,246,525 87.5 

コール・ローン等、その他 177,711 12.5 

投資信託財産総額 1,424,236 100.0 
 

（注） グローバル・スマート・イノベーション・マザーファンドにおいて、期末における外貨建純資産（27,796,568千円）の投資信託財産総

額（27,925,406千円）に対する比率は99.5％です。 

（注） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、期末における邦貨換算レートは

以下の通りです。 

１アメリカドル＝108.90円 １ブラジルレアル＝25.88円 １ユーロ＝120.65円 １香港ドル＝13.91円 

100韓国ウォン＝9.17円 １ニュー台湾ドル＝3.57円   

 

 

親投資信託残高 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2019年12月５日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 2,643,973,215   

 コール・ローン等 177,711,608   

 グローバル・スマート・イノベーション・マザーファンド(評価額) 1,246,525,300   

 未収入金 1,219,736,307   

(B) 負債 1,239,517,390   

 未払金 1,223,353,158   

 未払解約金 1,560,929   

 未払信託報酬 14,578,165   

 未払利息 89   

 その他未払費用 25,049   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 1,404,455,825   

 元本 1,435,158,594   

 次期繰越損益金 △   30,702,769   

(D) 受益権総口数 1,435,158,594口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 9,786円 
 
＜注記事項＞ 

①期首元本額 1,648,900,100円 

期中追加設定元本額 378,167円 

期中一部解約元本額 214,119,673円 

また、１口当たり純資産額は、期末0.9786円です。 

○損益の状況 (2019年６月６日～2019年12月５日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △      7,442   

 受取利息 109   

 支払利息 △      7,551   

(B) 有価証券売買損益 121,452,835   

 売買益 200,032,692   

 売買損 △ 78,579,857   

(C) 信託報酬等 △ 14,603,271   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 106,842,122   

(E) 前期繰越損益金 △136,294,231   

(F) 追加信託差損益金 △  1,250,660   

 (配当等相当額) (      113,642)  

 (売買損益相当額) (△  1,364,302)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △ 30,702,769   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △ 30,702,769   

 追加信託差損益金 △  1,250,660   

 (配当等相当額) (      113,749)  

 (売買損益相当額) (△  1,364,409)  

 分配準備積立金 5,739,322   

 繰越損益金 △ 35,191,431   
 

（注） (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

②純資産総額が元本額を下回っており、その差額は30,702,769円です。 

③分配金の計算過程 

項 目 
2019年６月６日～ 
2019年12月５日 

費用控除後の配当等収益額 2,581,059円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 －円 

収益調整金額 113,749円 

分配準備積立金額 3,158,263円 

当ファンドの分配対象収益額 5,853,071円 

１万口当たり収益分配対象額 40円 

１万口当たり分配金額 －円 

収益分配金金額 －円 

④「グローバル・スマート・イノベーション・マザーファンド」の信託財産の運用の指図に係る権限の全部または一部を委託するために要す

る費用として、信託財産に属する同親投資信託の信託財産の純資産総額に対し年10,000分の70以内の率を乗じて得た額を委託者報酬の中

から支弁しております。 

 

＊三菱ＵＦＪ国際投信では本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱い販売会社に

お問い合わせいただくか、当社ホームページ（https://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 
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